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要約 

 1995 年には、5 歳未満の 1 億 6700 万⼈の⼦どもたち、つまり開発途上国の
⼦どもたちのほぼ 3 分の 1 が栄養失調に陥っていた。栄養失調は多くの⼈々を
苦しめ、⼦どもの⼈権を侵害するものといえる。世界の⼦どもたちの死因の半
分以上は栄養失調によるものである。栄養不良の⼦ども時代を過ごした⼈は、
⾝体的にも知的にも⽣産性が低く、慢性的な病気や障害に苦しむことが多くな
りる。これにより、社会にとってのコストは膨⼤である。このことから、栄養
不良を根絶することは、公共政策上の⾮常に⼤きな課題となっている。⼦ども
の栄養不良を減らすためには、どのような種類の介⼊が最⼤の効果を発揮する
のでしょうか。本報告書のベースとなっている研究では、1970 年から 96 年
にかけて、63 カ国の国別データを⽤いてこの問題を探っている。この論⽂で
は、⼦どもの栄養状態の決定要因を検討し、1970 年から 95 年にかけての⼦
どもの栄養不良の減少について述べている。また、2020 年までの⼦どもの栄
養不良の状況を予測し、将来のための優先事項を提案している。 

 

 


